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上場制度上の「虚偽記載」の定義の見直しに伴う 

株券上場審査基準等の一部改正について 

 

 

拝啓 貴社益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

当取引所は、「株券上場審査基準」等の一部改正を行い、平成17年４月１日から施行しま

すので、ご通知申し上げます。（詳細については、規則改正新旧対照表を名証のホームペー

ジ（http://www.nse.or.jp）に掲載しておりますのでご覧ください。） 

今回の改正は、本年４月１日に施行される証券取引法の改正により課徴金制度が導入され、

重要な事項に虚偽の記載がある有価証券届出書等を用いて募集・売出しを行った場合には、

内閣総理大臣等による課徴金納付命令の対象とされることを踏まえ、新規上場申請者又は上

場有価証券の発行者が課徴金納付命令を受けた場合を上場制度上の「虚偽記載」の定義に追

加するなど、株券上場審査基準等の一部改正を行うものです。 

改正の概要は、下記のとおりです。 

敬 具 

 

記 

 

１．改正概要 

証券取引法の改正（課徴金制度の導入）に伴う改正 

有価証券届出書、発行登録書、発行登録追補書類又は目

論見書について内閣総理大臣等から課徴金納付命令（証券

取引法第172条第１項（同条第４項において準用する場合を

含む。）に係る命令）を受けた場合には、上場制度上の「虚

偽記載」に該当するものとします。 

（備   考） 

・株券上場審査基準第４

条第１項第８号ａ、同

取扱い２(8)ａ 

 

  

 

２．施 行 日 

平成17年４月１日から施行します。 

以  上 

http://www.nse.or.jp/

